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【手続補正書】
【提出日】平成20年10月21日(2008.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電磁波を発生する位置指示器により指示された位置を検出する表示一体型位置検出装置
であって、
　表示セルに信号を供給する複数の並列な基板配線が設けられた表示基板と、
　前記信号を発生するドライバを実装し、前記表示基板に接続された中継基板と、
　前記基板配線から選択された複数の基板配線について、一対ずつ起電力を検出する検出
手段と、
　前記選択された複数の基板配線を、前記ドライバと前記検出手段とに切替えて接続する
切替手段を実装した切替基板と、
　前記表示基板に対して前記切替基板の反対側に配置され、前記選択された複数の基板配
線を一対ずつ短絡する短絡手段を実装した短絡基板と、を備え、
　前記中継基板は、前記選択された複数の基板配線を前記切替手段に連絡する中継配線を
有することを特徴とする表示一体型位置検出装置。
【請求項２】
　同一に形成された複数個の前記中継基板が、前記表示基板に接続されていることを特徴
とする請求項１記載の表示一体型位置検出装置。
【請求項３】
　前記選択された複数の基板配線を、前記中継配線に接続する迂回配線を前記表示基板に
設けたことを特徴とする請求項１または２記載の表示一体型位置検出装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の表示一体型位置検出装置は、電磁波を発生する位置指示器により指示された位
置を検出する表示一体型位置検出装置であって、表示セルに信号を供給する複数の並列な
基板配線が設けられた表示基板と、前記信号を発生するドライバを実装し、前記表示基板
に接続された中継基板と、前記基板配線から選択された複数の基板配線について、一対ず
つ起電力を検出する検出手段と、前記選択された複数の基板配線を、前記ドライバと前記
検出手段とに切替えて接続する切替手段を実装した切替基板と、前記表示基板に対して前
記切替基板の反対側に配置され、前記選択された複数の基板配線を一対ずつ短絡する短絡
手段を実装した短絡基板とを備える。そして、前記中継基板は、前記選択された複数の基
板配線を前記切替手段に連絡する中継配線を有する。
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